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これは、昭和 46 年 8 月の醍醐寺総合調査で築島裕氏が調査された、醍醐寺経





















































































































漢字 不空 漢字 不空 漢字 不空 漢字 不空
上上上平上上上上上
濁
上去上上 9 上 上
濁入上
○○ 14











○ 上 上 11 上 上
3 上上濁
















































































履 ビ ビ mi
反罔
　雉






































履 ビ ベイ mme


























履 ビ ベイ me
ma
醍醐 山家 悉曇













































漢字 不空 漢字 不空 漢字 不空 漢字 不空
去 引 　反 上 上
上 上
平 上 上 上 上
濁 上 上
○ ○ 上 上
19 上 上 上 去
上 上 濁 ○
上 上 上 上 26
上 上 濁 上 上
濁 上 上 上 上
○ 上 上
20 ○ ○
去 平 引 22 24 上 上
去 上 上
上 去 ○
上 上 上 上 27
上 上 濁 濁 上 上
上 上 上 上
○ 上 上
21 ○ ○
上 上 引 23 上 上 上 上
上 上
去 去 上 平 ○
上 上 28
上 上 引 濁 上 上 上 上
上 上























































































































































































漚 ウ ク ウ ウ u




牟 モ モ モ mu




阿 ア ア a




波 ハ ハ pa
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漢字 不空 漢字 不空 漢字 不空 漢字 不空
上 上 去 平 上 去 去 去
濁
○ 上 上 上 上 上 上
29 濁 濁
上 上 上 上 去 上 上
上 去 引 上 上 ○ ○
求 上 上 36
上 上 上 上 反 去 去
上 上




上 上 34 ○
上 上 濁 上 上 上 上
上 平
上 去 上 上 上 上
上 上
上 上 上 上 上 上
上 上
上 去 上 上 ○
上 上 37
上 上 上 上 上
濁
○ 去 平 引 上 上
31
上 上 ○ 上 上























































































































































磨 ルマ マ マ rma







































哆 タ タ ta






























































去 去 上 上
vaバ バ婆 婆 ハ バ va
上上上上
śa舎 シシヤ 濁上上 1 上上平上上
上 上
42 上 ○














上 上 上 上 4 上 上
上 上














































































































多 タ タ ta











漢字 不空 漢字 不空 漢字 不空 漢字 不空
上去上上上上上上
上 上 ○ 上上上上
12





























































































































拘 ク ク ku



















漢字 不空 漢字 不空 漢字 不空 漢字 不空






1 ○ 上 上














































































































































































泥 ニ ニ ni
履 ビ ベイ me
泥 ニ ニ ni
履 ビ ベイ me
泥 ニ ニ ni
履 ビ ベイ me
泥 ニ ニ ni
ア ア a
柅 ニ ニ me
泥 ニ ニ ni









底 チ チ シチ sti
頞
持國天（2）
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漢字 不空 漢字 不空 漢字 不空 漢字 不空
去去上上上上 14
去 去 去

























上 13 上 上
○ 去 去 上
上 上 引 上 上 ○
上 上 上
上 上 ○










































































































































































































































阿 ア ア a
ア ア a
醍醐 山家












漢字 不空 漢字 不空 漢字 不空 漢字 不空
10 上去上上上去去
上 上
16 上 上 上 ？ 上
濁去去上




































































































































































































陀 ダ ダ dhā
レ
イ re































　鳩磨羅什訳法華経陀羅尼には 413 字の漢字が用いられている。13 箇所で悉
曇字は漢字よりも少なく、計 14 字少ない（8）。
　色井秀譲師は薬王 (13)3,4 及び普賢 (9)11,12 の「吉利」が悉曇字一字であ




















上 上 去 18 上 上
濁上濁
○ 上
去 去 去 上 上
上濁






















































































































































































































が二個の「哆 - 邏」、と「叉 - 邏」に見られた。しかし、「吉利」にはそれは見
られない（4）。今回の調査でもそれを確認した。





邏」に「-」加点がある。勇施菩薩には「涅隷」が 3 個「涅犁」が 1 個現れるが、
その漢字間の「-」は最初には認められず、二番目には朱線、最後の二個には
墨線で記されていた。他は、普賢の「帝 - 隷」及び「吉 - 利」である。この最
字漢字行尼羅陀字漢字行尼羅陀
上上上





















上 上 二 上
合
上上
上 二 上 二
合合





















































































































































































































れは「キ*サ」と詰めて一拍子 (*) に読むことを意味する。また、薬王 (4)11「耆」












悉曇 r と l の区別のために r の前に加えた発口音で、この悉曇字では「阿羅帝」
を一拍子に読むのが基本であろう。しかし、一拍子の読みは現実的でなく、『海
雲本』『高本』には a rte とあることから、「ア*ラ　テ*イ」と二拍子に読むのが
現実的であろう。なお、『弘本』『梅本』『豊本』には、a ra te とあり、これに






　法華経陀羅尼には 413 字の漢字が用いられている。『醍醐寺本』では羅刹 (4)4
「兜」、5「㝹」の 2 字が平声（この存在は今まで指摘されなかった）、38 字が
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去声、他は上声である。なお、声点が省略されたもの、判読できなかったもの
も一部ある。一方、『山家本』では、4 字が入声、14 字が平声、43 字が去声、
他は上声である。『醍醐寺本』で去声とある 38 字は、『山家本』では去声 20
字、平声 4 字、上声 13 字、入声 1 字となっている。この上声に変更された 13






















































































































































































































普賢 （2）1 鳩 ク ku
siṃ普賢 （9）8




毘沙 （1）5 㝹 ト ト nu
毘沙 （2）1 拘 ク ku
普賢 （6）11 兜 ト tu
普賢 （8）5 脩 ソ ソ su











































































































































































































































































3 の番号 1 ～ 6 の計 8 個、逆に『山家本』が上声で『醍醐寺本』がそうでない
ものは、番号 7,8 及び後述の薬王 (5)12「婆」の 3 個のみである。番号 9,10 は
後に連声の項で考察する。番号 7 の『醍醐寺本』は、既に沼本氏によりその去
声が le の長音相当とされている（6）。ところが『山家本』では上声となっている。
7 の「隷」le に一致するものが他に 10 個あり、両本ともに全て上声とある（『醍
醐寺本』に加点のない一個は、その直前に上声があり、上声と判断できる）。
また、「隷」re は 3 個あり、『醍醐寺本』では全て上声、『山家本』では番号 4
の平声を除き上声である（他に「隷」ri が 2 個あるが、省略する）。以上から、
『醍醐寺本』での番号 7 の長音相当は特殊な場合と言えよう。一方、『山家本』
では番号 1 ～ 6 で平・去声とあり、これらは音の長短より音の調子を表わす四
声と見られ、四声点への統合が始まったことを示すものと言えよう。
　羅刹女には「醯」が 9 個現れるが、番号 11 の 5 個は『醍醐寺本』『山家本』
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ともに去声とある。一方、羅刹 (3)2,4,6,8 では『醍醐寺本』ですべて上声、『山















解できる。一方、薬王 (5)12「婆」は se とあるが、『山家本』の「サイ」は『豊
本』の sai、『醍醐寺本』去声と一致しする。しかし、『山家本』では上声とあり、
複母音長音 ai とは一致しない。
　番号 13 の「咩」は me とあり、『醍醐寺本』の音、および『山家本』の左音
「メイ」と一致する。しかし、真阿宗淵上人の主張である「ミヤ」音の悉曇字
は見当たらない。




の mi がその悉曇字であると思われる。これらの「履」は 17 個存在する。
　一方、e の音と思われるものに i が用いられたものがある。薬王 (6)6「祢」
（これは『山家本』で去声）、薬王 (7)4「剃」、持國 (1)3,5「祢」、勇施 (1)8,10
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「枳」、普賢 (5)15「祇」、勇施 (4)6「底」の「テイ」音、および勇施 (3)10，
11「涅隷」、(4)2,3「涅犁」、普賢 (6)6,7「帝隷」である。これらの殆どは『豊
本』で e となっている。
　また普賢 (6)9「惰」を拙著では dhva（トバ）と読んだが、『豊本』には tve
とあり『山家本』の「トベイ」・上声・短音と一致する。
























gh(e,a,i) の 7 個に関しては後の 9. 連声の項で述べる。
　この o でも、「僧伽」「僧祇」の 7 個を除く、単純な～ o の音は両本で 4 字
が上声の短音で、2 字が去・平声の長音である。このことから o の音も、長音












ながら中天に近いと述べられている（13）。u を母音とするもの（複母音の au の
三例を除く）は 32 個あり、その内の 12 個がウ音に、20 個がオ（ヲ）音に読
まれている。












をもつものは、番号 23 ～ 26 の 4 例
のみである。このうちの 24 は『醍醐寺本』『山家本』ともに上声とあり、他の













































　『法華経陀羅尼』の悉曇字に ū はなく、ā、ī、は 19 種 23 個ある。その内、『不
空本』に「引・引去」とある 7 個は引声の長音を意味する。一方、『醍醐寺本』
では番号 37「兜」が平声、40「婆」が去声、他は上声の短音である。また、『山
家本』では 33「迦」、35「阿」が去声で、37「兜」が平声とあり、この 3 個の




華経陀羅尼』の悉曇文字 ā が適切でない可能性が高い。ただし、35 は『山家本』
では去声とあり、長音と一致する。









　次に複母音に進もう。複母音 au は番号 41,42 の 2 種 3 個である。一部の悉
曇資料を除いて全て複母音である。しかし、『醍醐寺本』『山家本』では 41 が
長音の去声とあるが、42 は短音上声「ク」で『高山寺本』の go に一致する。
　複母音 ai の悉曇字は『法華経陀羅尼』には現れていない。しかし、既に検






されているものが数多くある。語尾を e、u、o とするものは既に 1. ～ 3. で述





































　重子音に母音が続く悉曇字は、薬王 (1)2「尒」の nye から普賢（9）11,12 の「吉
利」の krī まで 53 例存在する。これ等のうち、長音（去・平声）とされるものは、
母音に起因し、子音が複合したことで長音化するものはない。
　普賢 (6)9「惰」では、『山家本』には「. ト .. ヘイ」、『法華経陀羅尼』には「. ト
.. ヘ . イ」と仮名に平声点が付されており、『豊本』の tve の音と一致する。こ
の漢字には短音上声の加点があることから、「惰」を一拍子で読むことは明ら





　一方、48「多」の sta が去声、16「㝹」の sto が平声とあるのは、前者は、
stā、stu とされ、後者は o を長音相当と理解されたのであろう。これらは
















ぎが関わるもので、47 個の連声中最も多い。番号 51 の「陀羅尼」の「羅」では、
音便により「ン」が挿入された第十五章連声音便と理解できる。この 51 は『山
家本』に去声とあるが、番号 49 や、普賢 (3)「羶弥」に見られるように、「ン」
の挿入で音の長短は変わらないはずであり、去声は「ラン」の音の四声を示し
たものであろう。　　
　沼本氏は 50「羶帝」の「羶」は śe-n に対応し、長音相当で、反切注が長音
に対応するとされた（6）。なお、「羶」の資料には śā の長音が多い。「帝」は te
の音が長音相当として『山家本』では平声とされたのであろう。この「羶」
śe-n の類例は、薬王 (5)「羶」śe-n（『醍醐寺本』では去声は略されている）、(12)1,4





















は 54 と 56 が上声とあるが、『山家本』では 56 のみ上声とある。
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家本』に継承されている。




　53「達磨」は薬王 (10) 及び普賢 (8) に現れ、「磨」は前者で rma、後者で











一方、普賢 (3)(4) の 3 個の「婆多」va rtta は「リ」の位置が「婆」と「多」
の中間にあり、「多」を「リタ」とすると悉曇原音の読みとなる（薬王 (10)6「帝」
rte は資料の多くに te とあることから、ここでの検討から除外した）。『醍醐寺
本』では両例の最初の「薩」「婆」は上声とある。よって「涅瞿」「涅伽」の「涅」
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転書され、室町時代の延徳 3 年に書写されて、醍醐寺に所蔵されている」こと
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The Guiding Notes Added beside the Kanji of Dhāran
・
īs in 
“A Collection of Dhāran
・
īs in Sutras”  (Stored in Daigo-ji Temple) and 
Found in “The Hokekyo Sangebon”
Akinori HASEGAWA
Abstract
　Since Lotus Sutra dhāran
・
īs in the first set of “A Collection of Dhāran
・
īs 
in Sutras ”  stored in Daigo-ji Temple and contained in “The Hokekyo 
Sangebon”  are believed to have their origins in a text of Jikaku Daishi 
(Ennin), the guiding notes added beside the kanji of the dhāran
・
īs were 
compared between these two texts. 
　In addition to kana and accent marks, dash (-) marks are involved 
in the guiding notes in the Daigo-ji text. Each of the dash marks was 
concluded to be introduced between the two kanji into which a single 
original siddham
・
 script was transliterated.
　In dhāran
・
īs, the accent marks of jyosho  (high pitch) and kyosho  (rising 
pitch) are known to be substituted for the marks distinguishing between 
short and long sounds, respectively, according to the siddham
・
 scripts. The 
comparison of the accent marks between the two texts leads us to the 
conclusion that both texts have many common characteristics suggesting 
the origin from Jikaku Daishi, while some of the accent marks in “The 
Hokekyo Sangebon” were subject to alteration in the process of time.  
Keywords： “Collection of Dhāran
・
īs in  Sutras” , Daigo-ji Temple, “Hokekyo 
Sangebon”, dhāran
・
ī, guiding notes added beside kanji
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